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学
生
相
談
室
で
は
、
大
学

生
活
や
学
び
の
環
境
、
こ
こ

ろ
の
あ
り
方
や
将
来
に
つ
い

て
、
一
人
一
人
に
寄
り
添

い
、
話
し
合
う
。
生
田
・
神

田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
り
、

専
門
の
資
格
を
持
つ
複
数
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常
駐
し
相

談
に
当
た
る
。

　
学
生
相
談
室
を
入
り
口
と

し
て
、
学
修
面
で
は
教
務

課
、
進
路
面
で
は
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
課
と
い
っ
た
よ
う

に
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は

専
門
の
部
署
に
つ
な
げ
て
い

く
の
で
、
大
学
生
活
で
迷
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
、
ま
ず
は
学

生
相
談
室
に
連
絡
し
て
み
て

ほ
し
い
。

　
来
室
ま
た
は
電
話
で
受
け

付
け
し
、
電
話
、
オ
ン
ラ
イ

ン
、
対
面
で
相
談
に
応
じ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
ほ

し
い
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト

◇
無
料
法
律
相
談

　
ア
ル
バ
イ
ト
・
近
隣
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
何
で
も
相
談
で
き

ま
す
。
５
月
17
日
▽
６
月
21

日
▽
７
月
19
日
▽
10
月
18
日

▽
11
月
15
日
▽
12
月
20
日

（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）
14
時

30
分
〜
16
時
30
分
。
オ
ン
ラ

イ
ン
。
予
約
制
１
回
30
分
。

◇
ラ
ー
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ

　
テ
ー
マ
は
「
パ
ソ
コ
ン
何

で
も
相
談
」。
パ
ソ
コ
ン
の

使
い
方
な
ど
困
っ
て
い
る
こ

と
を
解
決
し
ま
す
。
５
月
23

日
（
月
）
昼
休
み
。
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｃ

ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
）。
事

前
申
し
込
み
が
必
要
。

　
本
学
は
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
学
生
が
主
体
的

に
学
修
で
き
る
環
境
を
つ
く

り
、
卒
業
後
、
自
立
し
た
社

会
人
と
し
て
諸
課
題
に
対
応

で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し

て
い
る
。

　
専
用
の
窓
口
で
あ
る
障
が

い
学
生
支
援
室
で
は
、
関
係

す
る
教
職
員
と
連
携
し
な
が

ら
、
面
談
を
重
ね
、
障
が
い

の
特
性
に
よ
り
生
じ
る
修
学

上
の
困
難
や
障
壁
を
取
り
除

き
、
必
要
な
合
理
的
支
援
内

容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
学

生
生
活
の
な
か
で
の
悩
み
事

な
ど
に
対
し
て
も
学
生
相
談

室
と
連
携
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
支
援
の
柱
の
一
つ
が
、
学

生
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
だ
。

　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
仲

間
同
士
の
支
え
合
い
の
活
動

の
こ
と
。「
支
援
す
る
側
」

「
支
援
さ
れ
る
側
」
と
い
う

関
係
性
で
は
な
く
、
同
じ
学

生
同
士
と
し
て
支
え
合
い
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
作
り
を
目
指
し
て

い
る
。

　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動

は
、
障
が
い
学
生
修
学
支
援

活
動
と
、
交
流
や
啓
発
の
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
二
つ
が

あ
る
。

　
こ
の
う
ち
修
学
支
援
活
動

は
、
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
や
移

動
支
援
な
ど
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
学
生
の
要
望
に
応

じ
て
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
活
動
で
は
昨

年
度
、
障
が
い
学
生

と
と
も
に
学
食
の
実

態
を
調
査
し
た
ほ

か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成

に
着
手
し
た
。
今
年

度
は
48
人
の
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
が
登
録

し
、
活
動
を
始
め
て

い
る
。

――現在のお仕事を教えてください。

　シンガポールで会計事務所を経営しています。シン

ガポールや日本のお客様に税務会計サービスを中心に

提供しています。私は専修大学大学院法学研究科を修

了した後、税理士の資格を取得しました。日本とシン

ガポールで税務会計サービスの経験があり、2017年に

現在の会社を他の共同出資者とM&Aにより取得し規模

を大きくしていきました。日本の企業の海外進出、

ASEAN企業の日本進出などをお手伝いしています。現

在はクライアント700社、そのうち10％が日系企業で

す。

――国際的に働くようになったきっかけは。

　大学院では増田英敏教授の指導を受け、納税者保護

について学び、修了後、業界の大手会計事務所に就職。

国際税務を担当していました。４年目にシンガポール

事務所の立ち上げの話が持ち上がり、自ら手を挙げま

した。

ところが実は語学は全然ダメ。正直なところ、海外赴

任のレベルに達していませんでした。しかし会社が

「英語ができなくても税務ができれば構わない」と言

ってくれて赴任が決まりました。そこから英会話教室

に通い、毎日勉強しました。

――仕事はほとんど英語ですが、苦労はありましたか。

　税制など専門的なやりとりについては当初から問題

ありませんでした。書類を「読む・書く」は難なくこ

なしていました。しかしやはり「話す・聞く」はなか

なか進みません。赴任後も、現地の英会話スクールに

複数通ったり、スカイプ英会話で講師と話したりし

て、英語を使う環境に自分をおきました。愚直に続け

ることで、会話や聞き取りも不自由なくできるように

なりました。

　ただ、私は、英語はコミュニケーション手段なので

完璧でなくても構わないと思っています。顧客が私に

求めてくるのはコミュニケーション能力ではなく、税

務の知識を用いた節税対策です。税制は国によって全

く異なり、海外進出が難しい分野とされています。そ

の中で私は日本とシンガポールの税務の専門家とし

て、顧客の要求に応えるのが使命だと思っています。

――仕事の上で重視していることはなんでしょう。

　お客さんに対して最大限の価値を提供することで

す。私は取引先に「稼ぎたい」とはっきり言います。

「あなたやあなたの会社にサービスを提供したい。と

ことんサポートしたい。そしてその結果として稼ぎた

い」と。税務はグローバル企業の核ともいえます。私

の頭の中に詰め込まれているさまざまな知識や実務事

例を提供することで、その核となる部分をより一層、

磨くことができればと思っています。

国際税務のエキスパート

Globali

tion専 専修国際人

専修国際人  #4

専大生へのメッセージ
Take a chance
　日本では給与水準が上がらず国力が弱くなってい

ます。そんな時だからこそ、臆せず海外でチャレンジ

してほしい。コロナだからとか、語学に自信がないか

らとかを言い訳にしないで、チャンスがあるならば

必死でつかんでください。若いうちは「やりたい」と

手を挙げれば、周囲が助けてくれます。そのために

はもちろん、勉強を続けることが重要です。大学卒業

や資格取得で終わりではありません。むしろ、そこ

から始まるのです。そして学んで海外で働いて身に

つけたことを、いつか日本に還元してください。私

も常々、シンガポールで活躍している人たちと「日

本に恩返しをしないといけない」と話しています。

　国際的に活躍する専修人を紹介する「Globali
専tion（グローバリ“専”ション）」。４回目はシンガ
ポールで会計事務所を経営する成田武司さんに登
場いただく。

EJ Consultancy Services Pte Ltd、Director

成田 武司さん（平22院法修）
TAKESHI　NARITA

　
す
べ
て
の
学
生
が
主
体
的
に
学
修
で
き
る
よ
う
、
一
人
一
人

に
寄
り
添
い
、
支
援
す
る
た
め
、
本
学
で
は
学
生
相
談
室
と
障

が
い
学
生
支
援
室
を
置
い
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
ベ
ー
ス
に
、
専
任
ス
タ
ッ

フ
や
教
員
が
学
生
を
多
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

カウンセラーが常駐
迷った時には相談を

学生相談室

障
が
い
学
生
支
援
室

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が

修
学
支
援
と
啓
発
活
動

障がい学生支援室�相談受け付け・問い合わせ
【開 室】月～金　９～ 17時
■ Email：sien@acc.senshu-u.ac.jp
■ 生田キャンパス　４号館１階
 ☎０４４・９４６・７００１
■ 神田キャンパス　９号館１階学生生活課内
 ☎０３・３２６５・６８２４

　
学
生
相
談
室
と
障
が
い
学
生
支

援
室
は
、
症
状
や
障
が
い
を
み
る

の
で
は
な
く
、
悩
み
苦
し
む
学
生

と
寄
り
添
い
、
一
人
の
人
と
し
て

み
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　
責
任
と
は
英
語
で
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ

ｎ
ｓ
ｉ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
。
こ
の
語

源
は
ラ
テ
ン
語
の
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｎ

ｄ
ｅ
ｏ
で
す
。
そ
の
原
義
は
「
返

答
・
応
答
の
能
力
・
可
能
性
」。

学
生
相
談
室
・
障
が
い
学
生
支
援

室
は
、
学
生
の
声
に
丁
寧
に
応
え

る
と
い
う
責
任
を
持
っ
て
い
ま

す
。
問
い
か
け
や
呼
び
か
け
に
応

え
る
と
い
う
責
任
の
あ
り
方
を
キ

ャ
ン
パ
ス
に
育
ん
で
い
く
部
門
で

も
あ
る
の
で
す
。

　
鬱ふ

さ

い
で
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
声
を

出
す
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
。
声
を
発
す
る
こ
と
も
苦

し
い
で
し
ょ
う
。
両
室
の
ス
タ
ッ

フ
は
、
た
と
え
そ
れ
が
消
え
入
り

そ
う
な
声
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
声

の
存
在
に
気
付
き
、
確
か
に
受
け

と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
の
主
が
、

納
得
の
い
く
学
び
と
生
き
方
が
で

き
る
よ
う
に
一
人
一
人
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

　
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
も
長
期
化
し

て
い
ま
す
。
気
付
か
ぬ
う
ち
に
し

ん
ど
さ
や
喪
失
感
を
た
め
込
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
生

田
の
山
、
神
田
の
街
に
私
た
ち
は

居
ま
す
。
ど
う
ぞ
ド
ア
を
ノ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
人
間
科
学
部
教
授
）

学
生
相
談
室
長

障
が
い
学
生
支
援
室
長

小
峰 

直
史

声
に
気
付
き
、受
け
止
め
る

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」 

　
す
べ
て
の
学
生
の
主
体
的
な
学
修
を
サ
ポ
ー
ト

【相談したい時】
　対面相談は１回約50分。事前予約
が必要。保護者からの相談にも対応

している。

黒門

９号館10号館

１号館 専
大
通
り

靖国通り至 九段下駅 至 神保町駅

神田９号館２階 ☎03・3265・6216

神田キャンパス

平日：９～18時　土曜：９～12時

生田キャンパス

グリーントップＢ１階 ☎044・911・1278

２
号
館

３
号
館 ４

号
館

正
門

インフォ
メーション

グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ

Ｂ１階 学生相談室

生
田
緑
地

平日：９～17時　土曜：９～12時

障がい学生とともに学食の実態を調査

昨年度活躍したピアサポーター


